
TEX多言語テスト

1 フランス語
Vieil ocèan, les hommes, mailgré l’excellence de leurs méthodes, ne sont pas

encore parvenus, aidés par les moyens d’investigation de la science, à mesurer la
profondeur vertigineuse de tes abîmes ; tu en as que les sondes les plus longues,
les plus pesantes, ont reconnus inaccessibles. Aux poissons... ça leur est permis :
pas aux hommes. Souvent, je me suis demandé quelle chose était le plus facile à
reconnaître : la profondeur de l’océan ou la profondeur du cœur humain ! Souvent,
la main portée au front, debout sur les vaisseaux, tandis que la lune se balançait
entre les mâts d’une façon irrégulière, je me suis surpris, faisant abstraction de
tout ce qui n’était pas le but que je poursuivais, m’efforçant de résoudre ce difficile
problème !

Comte de Lautréamont

4 octobre 2005

2 ドイツ語
Dann ließ sie ihre Hände langsam über meine Wangen heruntergleiten, und ihr

Blick ruhte mit unendlicher Innigkeit auf mir. Sie schüttelte den Kopf mit einem
schmerzlichen Ausdruck, als könnte sie irgend etwas nicht fassen. „Mußt du denn
schon heute weg?“ fragte sie leise. — „Ja,“ sagte ich. — „Auf immer?“ rief sie aus,
„Nein“, antwortete ich. — „O ja,“ sagte sie mit schmerzlichem Zucken der Lippen,
„es ist auf immer. Wenn du uns auch einmal besuchen wirst... in zwei oder drei
Jahren — heute gehst du doch für immer von uns fort.“ — Sie sagte das mit einer
Zärtlichkeit, die gar nichts Mütterliches mehr hatte. Mich durchschauerte es. Und
plötzlich küßte sie mich.

Arthur Schnitzler

4. Oktober 2005

3 ギリシア語
^Ανδρα µοι êννεπε, ΜοÜσα, ποlύτροπον, çc µάlα ποll�

πlάγχθη, âπεÈ Τροίηc Éερόν πτοlίεθρον êπερσε.

ποllÀν δ��νθρώπων Òδεν �στεα καί νόον êγνω,
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ποll� δ�í γ�âν πόντú πάθεν �lγεα íν κατ� θυµόν,

�ρνύµενοc ¡ν τε ψυχήν καÈ νόστον áταίρων.

�ll� οÎδ�Ác áτάρουc âρρύσατο, Éέµενόc περ·

Homeros

4 >Οκτωβρίου 2005

4 ロシア語
Preıde vsego otkroem tanu, kotoru‰ Master ne poıelal otkryt~ Iva-

nuxke. Vozl‰blennu‰ ego zvali Margarito‰ Nikolaevno. Vse, qto Master

govoril o ne, bylo suwe pravdo. On opisal svo‰ vozl‰blennu‰ verno.

Ona byla krasiva i umna. K ¸tomu nado dobavit~ ewe odno | s uverennost~‰

moıno skazat~, qto mnogie ıenwiny vse, qto ugodno, otdali by za to, qtoby

promenfflt~ svo‰ ıizn~ za ıizn~ Margarity Nikolaevny. Bezdetnaffl tridca-

tiletnfflffl Margarita byla ıeno‰ oqen~ krupnogo specialista, k tomu ıe sde-

lavxego vaınexee otkrytie gosudarstvennogo znaqeniffl. Muı ee byl molod,

krasiv, dobr, qesten i oboıal svo‰ ıenu. Margarita Nikolaevna so svoim

muıem vdvoem zanimali ves~ verh prekrasnogo osobnfflka v sadu v odnom iz pe-

reulkov bliz arbata. Oqarovatel~noe mesto! Vsfflki moıet v ¸tom ubedit~sffl,

esli poıelaet napravit~sffl v ¸tot sad. Pust~ obratitsffl ko mne, ffl skaıu emu

adres, ukaıu dorogu | osobnfflk ewe cel do sih por.

Bulgakov M.A.

4 oktfflbrffl 2005 g.

5 キリル諸言語のタイプセット例
Kind~¸ xoromoӈoot taa gudoogi. Irkin al¢ilg¸ ning¸ omniik ¸d~ut ma-

daal~¸lӈil. T¸tqi¸p¸l¸k, n~uıuӈood~oonp¸l¸k, pooӈood~oonl¸k taa modol~¸-

lӈil. Taӈ omniip¸g¸ num¸p¸d¸ niӈing¸lg¸n irkin xoromok quөt¸ ¸guıul

l¸gul aӈsiit. Iil¸ omnii l¸git¸nul~¸lӈaa, iil¸ l¸gulp¸gi ol~¸t ¸l l¸git¸-

nul~¸lӈi. Taat ¸r¸t, ub¸g¸ӈid¸ aaat, niӈi¸gi omolbaanul~¸l. Taӈnugi u-

uk¸-laӈin hond¸ll¸, uөd¸t madaanul~¸l.

ユカギール語のフォークロアより

6 T2D 古ロシア語フォントのテスト
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7 古代教会スラヴ語
�al�omß �n

Pom��luj m �Ñ b �Öe, po vel �icÜj m�lti tvo�ej, �i po mn �oÖestvu wedp �otß tvo �ihß

�©q �isti bezzak �on¡e mo�e. Naip �aqe �©m �yj m �Ñ ¦ bezzak �on¡Ñ moeg �©, �i ¦ grÜh �a moeg �©

�©q �isti m �Ñ. ��k© bezzak �on¡e mo�e �azß zn �aÀ, �i gr �Ühß m�oj predo mn �oÀ �µstØ v �ynu.

Teb �Ü �µd �inomu sogrÜx �ihß �i luk �avoe pred' tob �oÀ sotvor �ihß, �	k© da �©pravd �ixisÑ

vo sloves �Ühß tvo �ihß, �i pobÜd �ixi vnegd �a sid �iti t �i. S�e bo vß bezzak �on¡ihß

zaq �atß �µsmØ, �i vo greÜs �Ühß rod �i mÑ m �ati mo �Ñ. S�e bo �istinu vozlÀb �ilß �µs �i,

bezv �ÜstnaÑ �i t�ajnaÑ premudrosti tvoe �Ñ �	v �ilß m �i �µs �i.

Pletneva A.A, Kravecki A.G, Cerkovno-slov�nski� �zyk より

8 日本語
雪後庵は起伏の多い小石川界隈の高臺にあつて、幸ひに戰災を免かれた。三千坪

に及ぶ名高い小堀遠洲流の名園と共に、京都のとある名刹から移された中雀門も、
奈良の古い寺をそのまゝ移した玄關や客殿も、あとに建てられた大廣間も、何一つ
損なはれてゐなかつた。戰後の財產稅さわぎの只中に、雪後庵は元の持主の實業家
の茶人の手から、美しい元氣な女主人の手に渡つて、たちまち名高い料理屋になつ
た。この女主人の名を福澤かづといふ。かづは豐麗な姿のうちに一脈の野趣があつ
て、いつも力と情熱にあふれてゐた。入りくんだ心の動きをする人は、かづの前へ
出ると自分の複雜さを恥ぢ、氣力の萎えた人は、かづを見れば、大さう鼓舞される
か、卻つて打ちのめされるやうな氣になるかした。何か天の惠みによつて、男性的
な果斷と女性的な盲ら滅法の情熱とを一身にかねそなへたかういふ女は、男よりも
もつと遠くまで行くことができるのだ。

三島由紀夫『宴のあと』

平成 17 年 10 月 4 日
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9 縱組和文，漢文訓讀文，繰返し表現・くノ字點，特殊
異體字

森
鷗
外
は
明
治
四
十
一
年
、
政
府
が
招
輯
し
た
假
名
遣
ひ
臨
時
調
査

委
員
會
で
、
當
時
か
ら
あ
つ
た
發
音
に
基
づ
く
假
名
遣
ひ
制
定
問
題
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
を
り
、
私
は
そ
の
議
事
錄
を
岩
波
鷗
外
選
輯
第

十
三
卷
（
昭
和
五
十
四
年
刊
、
全
二
十
一
卷
）
で
讀
ん
で
非
常
に
興
味

深
い
も
の
が
あ
つ
た
。
鷗
外
は
、
こ
と
ば
が
變
化
す
る
と
い
ふ
本
性
か

ら
表
記
は
必
然
的
に
歷
史
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
從
つ
て
表

記
は
書
か
れ
た
も
の
に
準
據
す
べ
き
で
あ
つ
て
音
聲
と
は
分
け
て
考
へ

る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
政
府
が
性
急
に
假
名
遣
ひ
を
制
定
す
る
こ
と

が
言
語
生
活
に
混
亂
を
も
た
ら
す
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
戰
後
の
假
名

遣
ひ
の
論
爭
を
み
る
と
、
そ
の
先
見
の
明
に
感
歎
し
て
し
ま
ふ
。
で
も

私
は
必
ず
し
も
こ
の
「
混
亂
」
を
惡
だ
と
は
考
へ
な
い
。
慥
か
に
戰
後

の
國
語
改
革
は
混
亂
を
も
た
ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
舊
假
名
・
舊

字
の
文
化
が
失
は
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
代
假
名
遣
ひ
、
舊
假
名
遣

ひ
が
倂
存
す
る
こ
と
は
表
記
の
常
識
を
疑
ふ
問
題
意
識
の
端
初
と
な
る
。

書
き
こ
と
ば
の
ス
タ
イ
ル
同
士
が
火
花
を
散
ら
す
の
は
よ
い
こ
と
だ
と

思
ふ
。
樣
々
な
ス
タ
イ
ル
が
ぶ
つ
か
り
合
つ
て
、
救
ひ
や
う
の
な
い
低

級
品
が
產
出
さ
れ
る
一
方
で
本
物
が
硏
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
く
も
の
と
信

じ
る
。

顏
淵
・
季
路
　ス

。
待　
子
　ハ

ク、
曰　
　な

ん
ゾ

ル
ト
盍
㆔　
各
〻
　ハ言
㆓　
　な

ん
ぢ
ノ

爾
　
　ヲ

。
志
㆒　

　シ
ム

樂
下　
　テ得
二　
天
下
之
英
　ヲ才
一　
而
　敎
―中　
　ス

ル
ヲ

育
　
　ヲ

。
之
上　

　ク聞
丙　
吏
　ノ部　
　リ有
下　
　テ以
二　
博
學
　く

わ
う

宏　
　じ

ヲ辭
一　
　ブ選　
　
、
者
上　
人
　も

っ
と
モ

尤
　
　い

ヒ謂
二　
　ヲ之　
　ト

、
才
一　
　う

ト得
乙　
美
　ヲ

。
仕
甲　

　ニ既　
　デ

テ
出　
　得
二　
其
　ヲ

、
船
一　
　チ便　
　そ

ヒ扶
二　
　さ

き
ノ

向　
　み

ち
ニ、

路
一　
處
　ニ處　
　し

る
ス

誌
レ　
　ヲ

。
之　
　ビ及
二　
郡
　ニ

、
下
一　
　い

た
り
テ

詣
二　
太

　ニ

、
守
一　
　ク

コ
ト

說
　
　シ如
レ　
　か

く
ノ。

此　
太
守
　す

な
は
チ

卽
　
　し

ム
ル
モ

遣
下　
　ヲ

シ
テ

人
　
　し

た
が
ヒ
テ

隨
二

　
　ノ其　
　ク

ニ、
往
一　
　ネ尋
中　
　ニ向　
　ヲ所
　上
レ　　
　セ

シ、
誌　

　ニ遂　
　ヒ

テ
迷　
　不
二　
復
　得
　一レ　　
　ヲ

。
路　

〔
陶
淵
明
書
〕

　か
ふ闔　

　り
よ廬　

　ハ
ク、

曰　
「
　キ可
三　
　ミ

ニ
試　
　テ

ス
以
二　
婦
　ヲ人
一　
乎
」。
　ハ

ク、
曰　
「
　ナ

リ
可　
」。
　テ於
レ　
　こ

こ
ニ

是　
　ス許
レ　
　ヲ

。
之　

〔
孫
子
〕

そ
ろ
〳
〵
、
ぞ
ろ
〴
〵
、
し
み
〴
〵
、
た
ゞ
〳
〵
、
一
つ
〳
〵
、
散
り

〴
〵
、
ヅ
キ
〴
〵
痛
む
。

吉—

𠮷
、
高—

髙
、
崎—

﨑
、
碕—

𥔎
、
濱—

濵
、
角—

⻆
、
第—

㐧
、

間—

閒
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10 韓國語
이 FAQ 은 자주 반복되는 질문과 그에 대한 대답을 간단명료한 양식으로모아 엮어
졌습니다. 이 FAQ 의 구조는 지난 판에 비하여 획기적으로변경되었습니다. 상세한
것은 “이 FAQ 을 어떻게 읽을 것인가” 라는 대목을 참조하시기 바랍니다.

11 中國語・簡體字
本常问问答集 (FAQ list) 是从一些经常被问到的问题及其适当的解答中，以方便的形
式摘要而出的。跟上一版不同的是，其编排结构已彻底改变。有关新结构的细节，可
参考「如何阅读本问答集及了解其编排结构」该项中的说明。

12 中國語・繁體字
本常問問答集 (FAQ list) 是從一些經常被問到的問題及其適當的解答中，以方便的形
式摘要而出的。跟上一版不同的是，其編排結構已徹底改變。有關新結構的細節，可
參考「如何閱讀本問答集及了解其編排結構」該項中的說明。
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